
◆一般質問� ２～５面
◆国に提出した意見書� ４～６面
◆委員会・分科会の審査� ６面
◆令和６年度決算の認定� ７面
◆本会議の審議結果� ８面

主 な 内 容

令
和
６
年
度
決
算

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
公

共
用
地
取
得
事
業
・
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
・
国
民
健
康

保
険
事
業・介
護
保
険
事
業・

学
校
給
食
事
業
）、
事
業
会

計
（
病
院
・
公
共
下
水
道
事

業
）
の
８
件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

同
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ

た
各
分
科
会
（
総
務
企
画
・

市
民
福
祉
・
環
境
教
育
・
都

市
経
済
）
で
令
和
６
年
度
の

事
業
執
行
に
関
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
行
財

政
運
営
へ
の
反
映
を
期
待
し
、

同
委
員
会
か
ら
要
望
事
項
を

市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
13
人
の

任
期
が
10
月
16
日
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
後

任
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

◎
市い

ち

川か
わ　

秀ひ
で

夫お�
（
下
川
入
）

◎
伊い

藤と
う　

洋ひ
ろ

文ふ
み�

（
温　

水
）

◎
大お

お

塚つ
か　

孝た
か

雄お�

（
愛
甲
東
）

◎
大お

お

貫ぬ
き　

昭し
ょ
う司じ�

（
戸　

田
）

◎
神か

ん

﨑ざ
き　

𠮷よ
し

男お�

（
温
水
西
）

　

第
６
回
会
議
（
９
月
定
例
会
議
）
は
、
９
月
１
日
か
ら

10
月
６
日
ま
で
の
36
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、教
育
委
員
会・

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
な
ど
８
会
計
の
決
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
市

道
路
線
の
廃
止・認
定
、
事
務
委
託
の
協
議
、
一
般
会
計・

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
の
各

令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
32
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、
教

育
委
員
会
・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
を
除
く
18
議
案

は
、
質
疑
終
了
後
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
は
、
議
員
21
人
が

登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２
日
に
は
、

陳
情
が
追
加
上
程
さ
れ
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
・
分
科
会

が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
に
対
し
、
慎
重
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

質
疑
、
討
論
の
後
、
採
決
し
た
結
果
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
も
質
疑
、

討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
同
意
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議

員
か
ら
は
「
自
動
車
関
係
諸
税
等
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」な
ど
５
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
、

質
疑
、
討
論
の
後
、
採
決
し
、
い
ず
れ
も
、
同
意
・
可
決

し
ま
し
た
。（
本
会
議
の
審
議
結
果
は
８
面
を
参
照
）。

◎
小こ

池い
け

よ
し
子こ�

（
妻
田
西
）

◎
庄し

ょ
う
じ司　

隆た
か

行ゆ
き�

（
愛　

甲
）

◎
髙た

か

澤ざ
わ

友ゆ

紀き

子こ�

（
上
荻
野
）

◎
髙た

か

瀬せ　

正ま
さ

美み�

（
上
荻
野
）

◎
常と

き
わ盤　

悟
さ
と
し�

（
山　

際
）

◎
三み

つ

橋は
し　

能よ
し

弘ひ
ろ�

（
横
浜
市
）

◎
山や

ま

川か
わ　

宏ひ
ろ

司し�

（
飯　

山
）

◎
山や

ま
ぐ
ち口　

泉
い
ず
み�

（
温　

水
）

監
査
委
員
に 

神
子
雅
人
氏

　

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る

監
査
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
の
委
員
と
し
て
神か

み

子こ

雅ま
さ

人ひ
と

議
員（
ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
）

の
選
任
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
４
人
の

う
ち
、
１
人
の
任
期
が
10
月

15
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
髙た

か

木き

友ゆ
う

子こ

氏
（
相
模
原
市
）
の
選
任

に
つ
い
て
の
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で

同
意
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
１
件
で
す
。

◎
南
毛
利
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
法の

り

面
改
修
工
事　

相
手

方
＝
愛
甲
建
設
株
式
会
社
、

契
約
金
額
＝
１
億
３
９
８
５

万
４
千
円

市
道
の
廃
止・認
定

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
認

定・廃
止
議
案
は
４
件
で
す
。

◎
開
発
行
為
に
伴
い
猿
ヶ
島

地
内
の
４
路
線
を
廃
止
・
５

路
線
を
認
定

◎
開
発
行
為
に
伴
い
金
田
地

内
・
妻
田
北
２
丁
目
地
内
の

各
１
路
線
、
妻
田
南
１
丁
目

地
内
の
２
路
線
を
認
定

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
一
般
会
計
、
学
校
給
食
事

業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道

事
業
会
計
の
３
件
で
す
。

【
一
般
会
計
】

◎
庁
舎
整
備
・
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
建
設
基
金
積
立
金

運
用
益
が
当
初
の
見
込
み
を

上
回
る
こ
と
に
よ
る
増
額

２
面
下
段
に
続
く

議
員
提
出
議
案
４
件
を
可
決
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出

決
算
、補
正
予
算
な
ど

決
算
、補
正
予
算
な
ど
3737
議
案
を
認
定・可
決

議
案
を
認
定・可
決

◎
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
補
助
金　

国
庫
支
出
金

を
活
用
し
、
高
齢
者
施
設
の

防
災
対
策
を
支
援
す
る
た
め

の
措
置

◎
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
育
成
支

援
事
業
補
助
金　

国
の
補
助

基
準
額
な
ど
の
改
正
に
伴
う

増
額

◎
児
童
館
維
持
管
理
事
業
費

樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

と
老
朽
化
し
た

遊
具
の
撤
去
の
た
め
の
増
額

◎
児
童
館
・
小
学
校
給
食
施

設
・
公
民
館
維
持
補
修
事
業

費　

設
備
点
検
な
ど
に
基
づ

き
修
繕
す
る
た
め
の
増
額

◎
空
き
家
等
対
策
推
進
事
業

費
補
助
金
、
親
元
近
居
・
同

居
住
宅
取
得
等
支
援
事
業
補

助
金　

当
初
見
込
ん
だ
申
請

件
数
を
上
回
る
こ
と
に
よ
る

増
額

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
維
持
管
理
事
業
費　

南
毛

利
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
修
繕
す
る
た
め
の
増
額

◎
獣
害
防
護
柵
維
持
管
理
事

業
費　

損
傷
し
た
防
護
柵
の

補
修
や
危
険
木
を
伐
採
す
る

た
め
の
増
額

◎
道
水
路
等
・
道
路
維
持
補

修
事
業
費　

施
設
や
道
路
を

補
修
す
る
た
め
の
増
額

『鮎まつりの灯籠揚げ』（はとぽっぽ公園）＝公募写真
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第274号 （２）あつぎ市議会だより2025年（令和7年）11月15日

　９月定例会議では、９月５日、８日、９日の３日間にわた
り、一般質問に21人が登壇し、子育て、福祉、市民交流な
ど市政全般の施策について市長などの考えを問いました。主
な質問と答弁の要旨を紹介します（２～５面）。

　

問　

考
え
は
。

　
答
　
企
画
部
長　

有
効
性

は
高
く
、
ボ
ン
ベ
で
の
輸
送

や
保
管
が
可
能
で
非
常
用
電

源
と
し
て
活
用
で
き
る
た

め
、
電
力
が
寸
断
さ
れ
た
状

況
で
も
非
常
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
考
え
る
。

　

問　

停
電
時
自
立
発
電
型

エ
ア
コ
ン
の
機
能
、性
能
は
。

　

答
　
教
育
部
長　

平
時
は

電
気
で
起
動
し
て
ガ
ス
を
燃

料
と
し
て
運
転
す
る
。
停
電

時
は
、
運
転
を
切
り
替
え
て

バ
ッ
テ
リ
ー
で
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
を
起
動
さ
せ
運
転
で
き
る
。

●
水
害
時
の
避
難
所
の
確
保

と
民
間
避
難
所
の
拡
充

　

問　

取
り
組
み
は
。

　
答
　
市
長　

引
き
続
き
避

難
所
の
充
実
に
努
め
る
。

　

答
　
企
画
部
長　

今
後
も

新
た
な
民
間
事
業
者
と
の
避

難
場
所
に
関
す
る
協
定
の
締

結
に
努
め
る
。

●
新
設
さ
れ
る
本
厚
木
下
津

古
久
線

　

問　

新
東
名
高
速
道
路
の

側
道
と
の
交
差
点
の
歩
行
者

動
線
確
保
の
考
え
は
。

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

新
設
道
路
の
歩
道
と

接
続
し
横
断
歩
道
に
つ
な
げ

動
線
を
確
保
す
る
。

　

問　

開
通
後
の
交
通
量
増

加
に
よ
る
渋
滞
対
策
は
。

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

交
通
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
対

策
を
講
じ
る
。

録画配信

一般質問一般質問 要旨要旨

市政に関する市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨一般質問 要旨

市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨

市政に関する市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨一般質問 要旨

市政に関する

小
・
中
学
校
の
猛
暑
対
策
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
村
　
真
和 

議
員

１
面
下
段
か
ら
続
く

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に

対
す
る
相
談
窓
口
は

あ
つ
ぎ
一
新
　
小
島
　
ま
さ
ひ
ろ 

議
員

本
厚
木
駅
北
口
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
豊 

議
員

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
た

発
電
の
災
害
時
の
活
用
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
神
子
　
雅
人 

議
員

お気に入りの写真を議会だよりに

表紙掲載写真募集
　市内で撮影
した四季折々
の風景など、
厚木の魅力あ
ふれる写真を
募集します。
　今回は、第275号（２月1日発行）
に掲載する写真の募集です。応募締め
切りは12月15日（月）です。

応募方法などはホーム
ページでご確認ください。

　

問　

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
の
進し
ん

捗ち
ょ
くは
。

　

答
　
市
長　

北
口
地
区
は

も
と
よ
り
、
複
合
施
設
あ
つ

め
き
周
辺
、
本
庁
舎
跡
地
を

面
的
に
捉
え
、
駅
前
広
場
で

歩
行
者
と
バ
ス
待
ち
の
列
が

錯さ
く

綜そ
う
し
て
い
る
環
境
の
改
善

な
ど
、
北
口
周
辺
の
生
ま
れ

変
わ
り
に
向
け
、
よ
り
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

問　

あ
つ
め
き
周
辺
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

令
和
９
年
度

の
複
合
施
設
の
供
用
開
始
を

見
据
え
、
人
の
流
れ
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
駅
と
あ
つ
め

き
を
結
ぶ
地
下
道
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
東
口
周

辺
整
備
の
検
討
も
庁
内
横
断

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
愛
甲
石
田
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み

　

問　

進
捗
と
方
向
性
は
。

　

答
　
市
長　

愛
甲
石
田
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
地
域
の
皆
さ
ま

　

問　

教
室
へ
の
内
窓
設
置
、

ま
た
は
遮
熱
カ
ー
テ
ン
を
導

入
す
る
考
え
は
。

　

答
　
教
育
部
長　

適
切
な

断
熱
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

プ
ー
ル
の
授
業
に
対

す
る
学
校
長
か
ら
の
意
見
や

要
望
は
。

　

答
　
教
育
指
導
担
当
部
長

授
業
委
託
化
の
早
期
実
施
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

問　

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

　

答
　
教
育
部
長　

最
適
な

計
画
や
方
法
を
考
え
て
い
く
。

●
路
線
バ
ス
の
環
境
改
善

　

問　

減
便
対
策
と
し
て
、

住
宅
地
内
に
循
環
バ
ス
を
導

入
で
き
な
い
か
。

　

答
　
都
市
み
ら
い
部
長

地
域
事
情
に
即
し
た
在
り
方

を
協
議
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

本
厚
木
駅
前
の
バ
ス

停
が
有
効
活
用
さ
れ
て
な
い

状
況
を
地
域
公
共
交
通
会
議

で
検
討
す
る
考
え
は
。

　

答
　
都
市
み
ら
い
部
長

他
市
の
事
例
を
参
考
に
判
断

し
て
い
く
。

●
今
後
の
財
政
運
営

　

問　

市
債
の
発
行
額
と
残

高
の
推
移
は
。
ま
た
、
財
政

規
律
へ
の
見
解
は
。

　

答
　
財
務
部
長　

令
和
６

年
度
の
発
行
額
は
約
１
３
０

億
円
で
残
高
は
約
１
７
４
億

円
増
加
し
て
お
り
、
中
長
期

的
な
視
点
で
健
全
な
財
政
運

営
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て

き
た
。
南
口
周
辺
の
地
域
イ

ベ
ン
ト
で
行
っ
た
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
形
式
で
の
意
見
募
集

で
は
、
学
童
保
育
や
小
児
科

診
療
所
、
カ
フ
ェ
な
ど
子
育

て
や
居
場
所
を
希
望
す
る
意

見
が
あ
り
、
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
声
を
聞
く
貴
重
な

場
と
な
っ
た
。
今
後
も
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

問　

本
庁
舎
１
階
に
開
設

し
て
い
る
総
合
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
は
一
般
相
談
以
外
に

何
の
相
談
窓
口
が
あ
る
の
か
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

特

別
相
談
と
し
て
、税
務
相
談
、

登
記
相
談
、
法
律
相
談
、
交

通
事
故
相
談
、外
国
人
相
談
、

不
動
産
相
談
、公
証
人
相
談
、

行
政
相
談
な
ど
10
種
類
の
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

●
生
成
Ａ
Ｉ
の
有
効
活
用

　
問　

身
近
な
活
用
方
法
を

発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
企
画
部
長　

市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
開

催
目
的
や
効
果
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
審
査
基
準
や

著
作
権
侵
害
な
ど
の
判
断
基

準
の
設
定
な
ど
、
課
題
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
調

査
研
究
し
て
い
く
。

●
金
融
教
育
の
重
要
性

　

問　

令
和
６
年
４
月
か
ら

金
融
教
育
を
開
始
し
て
い
る

が
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
金
融
教
育
の
観
点
か
ら

市
民
に
と
っ
て
有
益
だ
と
考

え
て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
代
表
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
市
民

に
紹
介
で
き
な
い
か
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

貯

蓄
や
投
資
、
資
産
運
用
に
つ

い
て
は
、
市
民
一
人
一
人
の

目
標
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
、

個
々
の
考
え
に
合
っ
た
情
報

を
選
択
し
、
進
め
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
。

◎
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

繰
出
金　

給
食
材
料
費
の
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
の
増
額

◎
小
学
校
・
中
学
校
維
持
管

理
事
業
費　

樹
木
の
剪せ
ん

定て
い

を

行
う
た
め
の
増
額

◎
小
学
校
・
中
学
校
維
持
補

修
事
業
費　

国
の
告
示
改
正

に
伴
い
防
火
設
備
定
期
検
査

を
行
う
た
め
な
ど
の
増
額

◎
単
独
調
理
場
維
持
補
修
事

業
費　

設
備
を
修
繕
す
る
た

め
の
増
額

◎
単
独
調
理
場
維
持
管
理
事

業
費　

調
理
機
器
を
更
新
す

る
た
め
の
増
額

◎
遺
跡
・
史
跡
公
園
事
業
費

山や
ま

中な
か

陣じ
ん

屋や

跡あ
と

史
跡
公
園
の
一

部
の
敷
地
の
賃
貸
借
契
約
満

了
に
伴
い
現
状
復
旧
工
事
を

実
施
す
る
た
め
の
増
額

●
補
正
後
の
予
算
額　

１
１

３
０
億
４
３
９
６
万
３
千
円

（
８
億
３
１
６
５
万
７
千
円

増
）

【
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
】

繰
入
金
の
増
額
と
給
食
事
業

費
の
増
額

●
補
正
後
の
予
算
額　

９
億

７
１
７
０
万
５
千
円
（
８
０

１
８
万
５
千
円
増
）

【
公
共
下
水
道
事
業
会
計
】

継
続
費
の
う
ち
公
共
下
水
道

恩
曽
川
左
岸
第
６
排
水
区
浸

水
対
策
事
業
の
総
額
、
年
割

額
を
変
更
す
る
も
の

●
補
正
後
の
予
算
額　

変
更

な
し議

員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
４
件
で
す
。

◎
自
動
車
関
係
諸
税
等
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
（
６
面
参
照
）

◎
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体

に
お
け
る
財
源
充
実
を
求
め

る
意
見
書
（
４
面
参
照
）

◎
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意

見
書
（
６
面
参
照
）

◎
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源

の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び

に
行
き
届
い
た
教
育
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
（
４
面
参

照
）事

務
委
託
の
協
議

　

可
決
し
た
事
務
委
託
の
協

議
は
２
件
で
す
。

◎
厚
木
市
と
愛
川
町
と
の
一

般
廃
棄
物
（
可
燃
性
一
般
廃

棄
物
）・
厚
木
市
と
清
川
村

と
の
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
性

一
般
廃
棄
物
及
び
粗
大
ご

み
）
の
処
理
に
関
す
る
事
務

委
託
の
廃
止
に
係
る
協
議　

厚
木
市
と
愛
川
町
・
清
川
村

に
お
け
る
可
燃
性
一
般
廃
棄

物
な
ど
の
処
理
に
つ
い
て
、

新
ご
み
中
間
処
理
施
設
の
稼

働
に
伴
い
、
事
務
委
託
を
廃

止
す
る
も
の

あつぎ市議会
だ よ り

厚 木 市 議 会
会 議 録 検 索
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高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
の

今
後
の
予
定
は

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

自
治
会
へ
の
依
存
度
を

軽
減
す
る
取
り
組
み
は

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

広
報
広
聴

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

８
月
７
日
の
第
５
回
会

議
で
、
瀧
口
議
長
、
望
月

副
議
長
が
選
出
さ
れ
、
全

て
の
委
員
会
も
新
た
な
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

で
は
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
通

じ
議
会
に
関
す
る
情
報
を

広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

厚
木
市
は
令
和
７
年
２

月
に
市
制
70
周
年
を
迎

え
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
市

内
各
所
で
開
催
さ
れ
、
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年

に
は
、
厚
木
を
舞
台
に
し

た
「
キ
リ
コ
の
タ
ク
ト
」

の
映
画
上
映
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　

市
議
会
で
は
、
よ
り
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
定
期
的
に
議
会
報

告
会
や
意
見
交
換
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
制
70
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
厚
木
市
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
議

会
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
川
口
仁
・
山
口
保
子
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
へ
の

取
り
組
み
状
況
は

無
会
派
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
取
り
組
み
状
況
は

公
明
党
　
白
川
　
美
作
江 

議
員

ケ
ン
ト
・
モ
リ
氏
を
招
く

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
は

無
会
派
　
髙
田
　
浩 

議
員

本
厚
木
駅
周
辺
の

客
引
き
行
為
へ
の
対
応
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

厚木市議会
議 会 中 継
シ ス テ ム

　

問　

医
療
保
険
料
と
併
せ

て
徴
収
さ
れ
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
を
財
源
と
す
る

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
答
　
市
長　

来
年
４
月
か

ら
全
て
の
自
治
体
で
実
施
さ

れ
、
本
市
で
も
条
例
の
制
定

や
事
業
者
の
選
定
、
認
可
の

手
続
き
な
ど
、
事
業
実
施
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
生
活
保
護
の
基
準
引
き
下
げ

　

問　

最
高
裁
で
基
準
引
き

下
げ
が
違
法
で
あ
る
と
の
判

決
が
出
さ
れ
た
が
、
本
市
に

お
け
る
今
後
の
対
応
は
。

　
答
　
市
長　

平
成
25
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
に
厚
生
労

働
大
臣
が
行
っ
た
基
準
の
改

定
は
、
判
断
の
過
程
お
よ
び

手
続
き
に
過
誤
が
あ
り
、
裁

量
権
の
範
囲
の
逸
脱
、
ま
た

は
乱
用
す
る
違
法
な
も
の
と

指
摘
が
あ
り
、
自
治
体
が
当

時
の
処
分
を
取
り
消
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
専
門
家
会
議

を
開
催
し
、
対
応
の
在
り
方

を
決
定
す
る
と
し
て
お
り
、

国
か
ら
発
出
さ
れ
る
方
針
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

●
斎
場
の
火
葬
炉
の
増
設

　

問　

早
期
の
増
炉
を
求
め

る
が
見
解
は
。

　
答
　
市
長　

高
齢
化
の
進

展
や
近
隣
自
治
体
の
火
葬
炉

不
足
に
伴
い
増
加
傾
向
の
火

葬
件
数
に
対
し
、
市
内
優
先

枠
の
運
用
の
見
直
し
や
火
葬

炉
の
増
設
を
早
急
に
進
め
る

な
ど
、安
定
運
営
に
努
め
る
。

　

問　

さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会

へ
の
委
員
の
推
薦
が
自
治
会

の
大
き
な
負
担
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
公

募
を
検
討
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

自

治
会
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

設
置
目
的
や
活
動
内
容
な
ど

を
精
査
し
、
庁
内
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

●
農
業
従
事
者
の
担
い
手
確

保
と
雇
用
の
創
出

　

問　

農
業
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
、
若
い
世
代
に
農
業

へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た

め
、
農
業
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融

合
さ
せ
る
ア
グ
リ
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

働
き
手
不
足

の
解
消
や
地
域
交
流
の
場
と

し
て
の
効
果
を
認
識
し
て
い

る
が
、
農
業
者
、
農
業
関
係

団
体
の
理
解
や
認
知
度
の
向

上
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
機

運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

●
精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解

　

問　

小
学
５
年
生
を
対
象

と
し
て
配
布
し
て
い
る
啓
発

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
中
学
生

に
も
配
布
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

関

係
機
関
と
相
談
し
、
実
現
に

向
け
研
究
を
し
て
い
く
。

　

問　

年
１
回
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
精
神
障
が
い
者

の
家
族
と
の
懇
談
会
を
複
数

回
開
催
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

精

神
障
害
の
理
解
促
進
の
機
会

を
設
け
て
い
き
た
い
。

　

問　

人
生
設
計
を
考
え
、

日
々
の
生
活
や
健
康
と
向
き

合
う
た
め
の
プ
レ
コ
ン
ノ
ー

ト
を
啓
発
す
る
考
え
は
。

　

答
　
健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と

併
せ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

周
知
・
啓
発
に
努
め
る
。

　

問　

若
い
女
性
の
痩
せ
過

ぎ
の
影
響
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
と
併
せ
あ
つ
ぎ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
５
で
周
知
を
考
え
て
い
る
。

●
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ

　

問　

受
け
入
れ
体
制
を
強

化
す
る
上
で
看
護
師
は
必
要

で
あ
る
が
、配
置
の
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

課
題
は
あ
る

が
、
公
立
保
育
所
に
お
け
る

看
護
師
配
置
に
向
け
力
強
く

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
こ
ど
も
へ
の
性
暴
力

　

問　

具
体
的
な
対
策
は
。

　
答
　
教
育
指
導
担
当
部
長

　

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
客
引
き
行
為
等
防

止
条
例
を
改
正
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

指
定
営
業
の

追
加
と
規
制
強
化
、
立
ち
入

り
調
査
を
行
う
権
限
を
市
職

員
に
付
与
す
る
条
例
改
正
を

検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
路
上

喫
煙
禁
止
区
域
内
の
喫
煙
に

過
料
を
設
け
る
な
ど
関
係
条

例
も
改
正
し
て
い
く
。

●
公
園
内
の
受
動
喫
煙

　

問　

分
煙
対
策
に
取
り
組

む
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

喫
煙
ス
ポ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
る
が
、
公

園
内
に
広
が
っ
て
喫
煙
し
て

お
り
、
対
策
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
今
年
度
は
企
業

の
寄
付
で
さ
つ
き
公
園
に

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
用
い
た

喫
煙
場
所
を
設
置
し
た
。

●
生
活
習
慣
病
予
防

　

問　

適
正
な
睡
眠
時
間
の

確
保
と
睡
眠
休
養
感
の
向
上

の
重
要
性
を
周
知
・
啓
発
し

て
い
く
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

健
康
教
育
や

相
談
、
訪
問
指
導
な
ど
で
睡

眠
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い

る
ほ
か
、
小
・
中
学
校
で
も

睡
眠
教
育
を
推
進
し
、
心
身

の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
慢
性
的
な
睡
眠
不
足

は
生
活
習
慣
病
発
症
リ
ス
ク

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
症

状
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、
広

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
健
康
増
進
事
業
な
ど

で
重
要
性
を
周
知
し
て
い
く
。

　
問　

世
界
的
ダ
ン
サ
ー
で

あ
る
ケ
ン
ト
・
モ
リ
氏
に
厚

木
市
に
来
て
く
だ
さ
い
と
直

談
判
し
、
厚
木
に
行
く
と
即

答
を
い
た
だ
い
た
。
あ
つ
ぎ

国
際
大
道
芸
に
市
外
か
ら
も

見
に
来
て
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
市
内
業
者
へ
の

経
済
波
及
効
果
と
な
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
る
。
小
田
急

線
の
各
駅
に
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
的
で

小
田
急
電
鉄
と
交
渉
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
見
解
は
。

　

答
　
産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

小
田
急
電
鉄
に
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
相
談
を
し

て
い
る
。

●
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　

問　

令
和
５
年
12
月
議
会

で
提
案
し
た
が
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況
は
。

　

答
　
企
画
部
長　

検
討
を

行
い
、
今
年
の
11
月
に
開
催

予
定
の
防
災
士
資
格
取
得
講

座
を
受
講
し
防
災
士
に
な
ら

れ
た
方
、
既
に
防
災
士
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
、
防
災
に

関
す
る
管
理
監
督
地
位
と
し

て
実
務
経
験
を
有
す
る
方
な

ど
に
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ

の
登
録
を
依
頼
し
て
い
く
。

●
財
投
機
関
債
へ
の
投
資

こ
ど
も
た
ち
を
性
暴
力
な
ど

の
被
害
者
に
さ
せ
な
い
と
い

う
断
固
た
る
決
意
の
下
、
安

心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
に

努
め
る
。

　

問　

死
角
を
な
く
す
対
策

と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
考
え
は
。

　

答
　
教
育
指
導
担
当
部
長

選
択
肢
の
一
つ
で
は
あ
る

が
、
児
童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
過
度
な
監
視
の
懸

念
も
あ
り
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

来
年
度
の
予
定
は
。

　

答
　
市
長　

継
続
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

か
な
ち
ゃ
ん
手
形
が

販
売
終
了
と
な
り
、
来
年
度

か
ら
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

用
い
た
定
期
券
方
式
の
か
な

ち
ゃ
ん
パ
ス
に
な
る
が
、
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
券
と
同
額
の

助
成
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

購

入
方
法
や
販
売
価
格
を
踏
ま

え
、
意
見
を
参
考
に
し
て
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
よ
う
、
支
援
に

つ
い
て
今
後
も
検
討
す
る
。

●
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
新
規
設
置

　

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
10
カ
所
あ
る
が
、
相

談
が
非
常
に
多
く
、
現
職
員

配
置
人
数
で
の
運
営
が
厳
し

い
た
め
、
基
幹
型
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
規
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

関

係
部
門
と
協
議
を
進
め
、
今

後
の
体
制
を
研
究
す
る
。

●
保
育
士
の
保
護

　

問　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
へ
の
対
応
の
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

公
立
保
育
所

に
は
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
職
員
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
対
応
す
る
。
民
間

保
育
施
設
で
は
、
労
働
施
策

総
合
推
進
法
の
改
正
に
伴

い
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
提
供

や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共
有

な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

今
年
の
６
月
議
会
で

日
本
学
生
支
援
債
な
ど
の
財

投
機
関
債
へ
の
投
資
を
提
案

し
た
が
、そ
の
後
の
検
討
は
。

　

答
　
財
務
部
長　

公
金
管

理
調
整
会
議
に
諮
り
、
２
年

債
で
あ
る
日
本
学
生
支
援
債

へ
の
投
資
を
決
定
し
た
。
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問　

募
集
人
数
、
応
募
人

数
、
抽
選
方
法
は
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

募

集
は
20
人
、応
募
者
30
人
で
、

く
じ
引
き
で
抽
選
し
た
。

　

問　

戦
後
及
び
被
爆
80
年

記
念
事
業
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
継
続
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

適

切
に
判
断
す
る
。

●
教
師
に
よ
る
体
罰
と
指
導

　
問　
大
人
２
人
が
か
り
で
、 

児
童
の
手
足
を
縛
り
布
団
で

ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る
と
い

う
虐
待
を
不
適
切
な
指
導
と

し
て
県
に
報
告
し
た
。
こ
の

報
告
書
の
中
立
性
、
公
平
性

へ
の
見
解
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

他
の
方
法
が
あ
っ
た
中
で
そ

の
方
法
を
選
択
し
た
こ
と
が

不
適
切
な
指
導
と
い
う
こ
と

で
報
告
し
た
。

　

問　

部
活
動
の
顧
問
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
も

り
で
生
徒
の
頭
を
た
た
き
、

水
分
補
給
を
制
限
し
、
足
が

つ
っ
て
も
演
技
と
言
う
な
ど

し
た
。
こ
れ
は
体
罰
か
。
い

じ
め
で
は
な
い
か
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

教
員
か
ら
児
童
生
徒
に
対
す

る
い
じ
め
は
法
の
定
義
が
な

い
た
め
、体
罰
と
し
て
い
る
。

　

問　

い
じ
め
と
体
罰
の
対

応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
差
が

あ
る
。
同
様
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
が
、
ど
う
か
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

検
討
す
る
。�

　

問　

県
が
平
成
22
年
か
ら

測
量
し
用
地
買
収
も
行
っ
た

が
12
年
間
、
整
備
が
停
止
し

て
い
る
。こ
の
間
の
経
過
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

橋
の
右
岸
上
流
に
所

有
者
不
明
土
地
の
存
在
が
判

明
し
、
現
在
は
所
有
者
の
調

査
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

問　

市
か
ら
対
応
を
県
に

要
望
で
き
な
い
か
。

　

答　

上
前
副
市
長　

現
地

を
確
認
し
た
上
で
、
市
も
協

力
で
き
る
こ
と
は
行
い
、
道

筋
が
分
か
れ
ば
県
に
要
望
す

る
流
れ
を
つ
く
り
た
い
。

●
外
出
支
援
の
取
り
組
み

　

問　

か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
は

高
額
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
助

成
と
同
額
支
援
で
き
な
い
か
。

　

答　

市
長　

今
後
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

問　

子
育
て
支
援
策
と
し

　

問　

本
市
に
は
部
活
動
数

が
減
り
、
文
化
部
・
運
動
部

合
わ
せ
て
も
４
つ
の
選
択
肢

し
か
な
い
中
学
校
も
あ
る
。

同
じ
市
内
で
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
芸
術
活
動
の
機
会

や
始
め
る
き
っ
か
け
に
格
差

が
あ
っ
て
い
い
も
の
か
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

希
望
す
る
種
目
を
選
択
で
き

な
い
状
況
や
、
新
規
部
活
動

設
置
の
制
限
に
よ
り
貴
重
な

学
び
の
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。�

こ
の
解
決
手
段
と
し
て
、
部

活
動
の
地
域
展
開
は
非
常
に

有
効
で
あ
り
早
期
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

ど
ん
な
地
域
展
開
の

姿
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長
　

通
学
す
る
学
校
に
な
い
種
目

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
り
、�

専
門
的
な
指
導
を
受
け
ら
れ

　

問　

児
童
・
生
徒
に
行
っ

て
い
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

内
容
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

主
に
道
徳
や
技
術
・
家
庭
科

な
ど
の
学
習
に
お
い
て
、
相

手
の
権
利
や
知
的
財
産
権
を

尊
重
し
た
行
動
や
犯
罪
か
ら

身
を
守
る
情
報
の
安
全
な
扱

い
方
、
情
報
の
真
偽
の
判
断

の
大
切
さ
な
ど
、
情
報
モ
ラ

ル
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
る
。

　

問　

教
職
員
に
対
す
る
研

修
の
内
容
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

情
報
教
育
推
進
担
当
教
員
を

対
象
に
年
３
回
連
絡
会
を
開

催
し
、
研
修
や
情
報
交
換
を

通
し
て
全
小
・
中
学
校
が
同

様
に
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
情
報

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

災
害
発
生
時
に
は
災

害
用
ペ
ー
ジ
が
運
用
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
偽
情
報
で

ま
ち
が
混
乱
し
た
場
合
の
対

応
方
法
は
。

　

問　

猛
暑
時
に
部
屋
に
こ

も
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
涼

し
い
時
間
帯
に
活
動
す
る
こ

と
の
推
奨
も
必
要
で
あ
る

が
、
屋
外
公
共
施
設
で
の
暑

さ
対
策
の
現
状
は
。

　

答　

市
長　

屋
外
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
は
熱
中
症
予
防
と

し
て
十
分
な
休
憩
や
小
ま
め

な
水
分
補
給
な
ど
の
注
意
喚

起
を
行
っ
て
お
り
、
公
園
で

は
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置

す
る
と
と
も
に
新
設
公
園
の

整
備
時
に
は
あ
ず
ま
や
な
ど

を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
も

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発

表
や
暑
さ
指
数
を
周
知
す
る

な
ど
情
報
提
供
に
努
め
る
。

●「
花
や
緑
を
愛
す
る
」意
識

の
醸
成

　

問　

結
婚
や
こ
ど
も
の
誕

生
な
ど
、
人
生
の
節
目
に
記

念
樹
を
配
布
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

他
自
治
体
の

　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
現
状
は
。

　

答　

市
長　
コ
ン
パ
ク
ト・�

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の

実
情
を
調
査
し
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
導
入
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
誰
も
が
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
交
通

事
業
者
、
関
係
団
体
な
ど
と

協
働
・
連
携
し
、
地
域
内
で

の
移
動
手
段
確
保
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
保
育
料
無
償
化

　

問　

市
内
の
０
歳
か
ら
２

歳
児
ま
で
の
保
育
料
無
償
化

に
対
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

現
在
、
国
の

制
度
に
よ
り
住
民
税
非
課
税

世
帯
な
ど
に
限
り
無
償
化
さ

れ
て
い
る
。
全
て
の
児
童
の

保
育
料
を
無
償
化
す
る
こ
と

は
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
公
平
性
や
財
源
確
保

な
ど
に
加
え
、
保
育
需
要
へ

の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
先
行
事
例
な
ど
を
参

考
に
研
究
し
た
い
。

●
小
学
校
入
学
準
備
金

　

問　

前
倒
し
で
支
給
で
き

な
い
か
。

　

答　

教
育
長　

令
和
６
年

度
ま
で
は
３
月
に
支
給
し
て

　

問　

新
た
な
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
の
中
に
も
、人
材
の
育
成
、

確
保
が
考
慮
す
べ
き
視
点
だ

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
外
部
の

専
門
家
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
情

報
化
統
括
責
任
者
）
の
補
佐

官
の
こ
と
で
、
特
別
交
付
税

の
措
置
の
対
象
に
な
り
、
将

来
的
に
は
人
件
費
や
委
託
費

は
下
が
る
は
ず
な
の
で
前
向

き
に
検
討
さ
れ
た
い
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
投

資
効
果
を
公
表
し
て
い
る
か
。

　

答　

企
画
部
長　

現
在
、

公
表
を
行
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
他
市
で
実
施
し
て
い

る
長
期
的
な
コ
ス
ト
削
減
や

業
務
効
率
化
の
効
果
を
検
証

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
投

資
効
果
の
把
握
に
努
め
る
。

　

問　

デ
ジ
タ
ル
統
括
本
部

を
設
け
、
共
通
の
重
要
業
績

　

問　

私
が
試
算
し
た
自
治

会
加
入
率
の
将
来
推
計
で
は
、 

令
和
７
年
度
が
53
・
５
％
、

８
年
度
が
51
・
３
％
、
９
年

度
が
49
％
で
、
加
入
者
世
帯

が
過
半
数
割
れ
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
数
字
が
出
て

い
る
。
以
前
か
ら
指
摘
し
て

い
る
が
、
自
治
会
組
織
が
住

民
の
合
意
形
成
を
図
る
役
割

を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
加
入
率
低
下
の
現

実
を
受
け
止
め
、
対
策
を
行

評
価
指
標
で
あ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

定
め
て
公
開
で
き
る
か
。

　

答　

企
画
部
長　

Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
設
定
は
、
関
係
部
署
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

問　

税
証
明
を
除
く
諸
証

明
は
窓
口
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
取
得
の
方
が
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
が
、
現

在
、
手
数
料
が
同
額
で
あ
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り

替
え
る
動
機
が
弱
く
な
い
か
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
利
便
性
の
周

知
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
図
り
、�

手
数
料
の
減
額
な
ど
も
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
先
進
市
の

事
例
を
調
査
研
究
す
る
。�

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
政

治
や
行
政
の
責
任
は
、
将
来

を
見
据
え
、
予
測
し
、
準
備

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
加
入

率
減
少
は
高
齢
化
が
原
因
と

い
う
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
一

番
の
要
因
は
、
世
帯
数
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
転

入
さ
れ
て
き
た
方
々
が
、
加

入
の
意
義
を
感
じ
て
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
ま
ず
は
過
去

の
加
入
率
の
推
移
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
将
来
予
測
を

し
っ
か
り
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　

答　

市
民
交
流
部
長　

自

治
会
加
入
率
の
低
下
は
、
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
加
入
促
進
や
負
担
軽
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
た
が
、
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

原
因
を
究
明
す
る
た
め
、
過

去
の
加
入
率
の
推
移
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
将
来
推
計

も
行
っ
て
い
き
た
い
。�

産
農
家
へ
木
く
ず
を
販
売
し
、�

施
設
で
敷
材
な
ど
と
し
て
家

畜
の
環
境
改
善
に
利
用
し
て

い
る
。
提
案
の
木
く
ず
粘
土

で
の
作
品
作
り
な
ど
、こ
ど
も�

た
ち
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、�

市
が
主
催
す
る
森
林
づ
く
り

体
験
教
室
で
実
施
可
能
か
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く
。�

の
余
地
が
あ
る
。

　

問　

資
源
の
分
別
に
関
す

る
悩
み
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
可
視
化
す
る
考
え
は
。

　

答　

循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

他
市
の
事
例
を
参

考
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

問　

家
庭
系
ご
み
の
資
源

化
率
が
目
標
の
40
％
か
ら
大

き
く
乖か

い

離り

し
て
い
る
が
、
今

後
の
啓
発
方
法
は
。

　

答　

循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

貼
付
で
き
る
分
別

早
見
表
な
ど
を
作
成
し
、
イ

ベ
ン
ト
や
小
・
中
学
校
で
の

配
布
を
検
討
し
て
い
く
。�

生
じ
る
な
ど
耕
作
者
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
、
実
情

に
合
っ
た
方
策
を
考
え
た
い
。

●
障
が
い
者
施
設
の
災
害
対
応

　

問　

備
蓄
品
整
備
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

緊

急
避
難
場
所
と
し
て
必
要
物

品
を
整
備
す
る
場
合
、
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

　

問　

備
蓄
棚
や
発
電
機
な

ど
も
補
助
の
対
象
に
な
る
か
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

補

助
の
対
象
と
な
る
。�

　

答　

企
画
部
長　

ど
の
よ

う
な
内
容
の
偽
情
報
な
の
か

を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
緊
急
情

報
欄
を
活
用
し
た
事
態
に
関

す
る
正
確
な
情
報
の
掲
載
や

市
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
防
災
行

政
無
線
、
広
報
車
な
ど
に
よ

る
多
角
的
な
情
報
発
信
を
行

い
、よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ 

ま
に
正
確
で
、か
つ
必
要
な
情 

報
を
迅
速
に
提
供
す
る
。�

た
り
、
新
た
な
仲
間
と
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
の
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
活
動

を
目
指
し
て
い
る
。

　

問　

例
え
ば
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
、
競
技
か

る
た
な
ど
、
生
徒
が
や
り
た

い
と
思
う
新
た
な
種
目
を
設

定
し
て
い
く
考
え
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

最
終
的
に
学
校
の
部
活
動
の

枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、�

生
徒
一
人
一
人
の
思
い
や
希

望
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
実

現
で
き
る
地
域
展
開
の
形
を

模
索
し
て
い
く
。�

事
例
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
、
実
施
の
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル

　

問　

新
た
に
市
の
鳥
が
制

定
さ
れ
る
が
、
趣
旨
は
。

　

答　

市
長　

本
市
に
生
息

し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
厚
木

へ
の
愛
着
が
深
め
ら
れ
、
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

鳥
を
選
定
す
る
た
め
、
市
制

70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
に
お
い
て
候
補
と
な
っ
た

５
種
の
中
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
よ
る
投
票
を
本
年
10

月
に
実
施
し
、選
定
す
る
。

　

問　

保
育
士
等
就
労
応
援

給
付
金
の
対
象
を
調
理
員
や

栄
養
士
と
い
っ
た
職
種
ま
で

拡
大
で
き
な
い
か
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

保
育
士
確
保
が
厳
し

く
、
優
先
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
保
育
士
確
保
に
焦
点
を

当
て
運
用
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
職
員
に
お
け
る
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

答　

総
務
部
長　

政
府
目

い
た
が
、よ
り
安
心
し
て
入
学�

準
備
が
で
き
る
よ
う
、今
年
度�

か
ら
１
月
の
支
給
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。�

標
を
受
け
、
特
定
事
業
主
行

動
計
画
を
令
和
７
年
４
月
に

改
定
し
、
11
年
度
ま
で
に
１

週
間
以
上
の
取
得
率
の
目
標

を
85
％
と
し
た
。
男
性
職
員

の
育
児
休
業
取
得
率
の
向
上

と
併
せ
取
得
期
間
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

希
望
に
応
じ
て
仕
事
と
子
育

て
が
両
立
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

間
伐
材
利
用
で
生
じ

る
木
く
ず
を
循
環
利
用
す
る

た
め
、木
く
ず
粘
土
を
作
り
、

こ
ど
も
の
体
験
学
習
に
生
か

せ
れ
ば
、
木
育
と
し
て
も
効

果
的
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

畜

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

　

問　

安
全
性
の
確
保
や
大

型
遊
具
の
設
置
が
望
ま
れ
る

が
、遊
び
場
の
区
画
分
け
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

対
象
年
齢
に
応
じ
た

エ
リ
ア
に
分
け
、
保
護
者
な

ど
が
フ
ロ
ア
全
体
を
見
渡
せ

る
造
り
に
し
た
い
。

　

問　

軽
食
の
自
動
販
売
機

の
設
置
や
出
張
販
売
な
ど
、

保
護
者
が
休
息
で
き
る
飲
食

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
考
え
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

軽
食
類
、
ミ
ル
ク
、

お
む
つ
な
ど
の
物
販
機
能
を

備
え
た
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
を
考
え
て
い
る
。

●
ご
み
資
源
化
の
取
り
組
み

　

問　

剪せ
ん

定て
い

枝
の
戸
別
収
集

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み
を

可
能
と
す
る
考
え
は
。

　

答　

循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

業
務
委
託
や
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
研
究

　

問　

米
生
産
に
対
す
る
課

題
と
取
り
組
み
は
。

　

答　

市
長　

市
内
の
水
田

の
多
く
は
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
ほ
か
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
荒
廃
農

地
の
発
生
、
生
産
資
材
の
高

騰
、
猛
暑
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
引
き
続
き
農
業
関

係
団
体
と
連
携
し
、
担
い
手

の
確
保
と
営
農
し
や
す
い
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

農
業
委
員
や
農
業
従

事
者
、
所
有
者
な
ど
が
一
緒

に
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
は
可
能
か
。

　

答　

農
業
委
員
会
事
務
局

長　

関
係
団
体
と
連
携
す
る

と
と
も
に
農
業
者
と
行
政
の

さ
ら
な
る
意
思
疎
通
に
向
け
、�

地
域
課
題
を
把
握
し
て
い
る

農
業
委
員
と
調
整
を
し
た
い
。

　

問　

耕
作
条
件
の
改
善
を

図
る
手
法
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

面

的
基
盤
整
備
に
一
部
負
担
が

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
整
備
方
針
は

無
会
派
　
津
森
　
英
里
花 

議
員

広
島
県
平
和
学
習

訪
問
事
業
の
取
り
組
み
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
名
切
　
文
梨 

議
員

交
通
弱
者
や
不
便
地
域
住
民

の
移
動
手
段
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員

小
鮎
川
に
架
か
る
栗
矢
橋
の

護
岸
改
修
整
備
の
現
状
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
髙
田
　
昌
慶 

議
員

自
治
会
の
加
入
率
減
少
に

つ
い
て
市
の
見
解
は

あ
つ
ぎ
一
新
　
い
わ
さ
き
　
か
ず
や 

議
員

市
立
小
・
中
学
校
の
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
実
情
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
奈
良
　
直
史 

議
員

子
育
て
で
選
ば
れ
る
ま
ち
の

実
現
へ
の
取
り
組
み
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
高
橋
　
伸
也 

議
員

本
市
が
目
指
す
部
活
動
の

地
域
展
開
の
姿
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 

議
員

猛
暑
か
ら
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

農
業
経
営
に
お
け
る

課
題
解
消
の
取
り
組
み
は

き
ず
な
　
石
井
　
芳
隆 

議
員

　現在、地方公共団体では、子ども・子育て支援の充実をはじめ、社会保障関係費、地
方行政のデジタル化対応、インフラ施設の老朽化、大規模災害の防災・減災対策など、
多くの課題が山積しているが、国においては、地方自治体の負担を伴う制度改正が相次
いでおり、自治体の財政負担が増大している。
　近年では、ふるさと納税による個人住民税の減収分は、普通交付税の算定において反
映されるものの、不交付団体においては、その減収分が全額純減となることとなり、財
政に大きな影響を与え、看過できない状況にある。
　このような中、令和７年６月13日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針
2025」で示された学校給食費の無償化の実現に向けては、これまで積み上げた議論に基
づき具体化することとし、全ての子供たちへの平等な教育機会を提供する社会にとって
貴重な進展となるものと認識しているが、臨時的な財源措置に対する懸念が生じている。
　近い将来に地方交付税措置が講じられることとなった場合、普通交付税不交付団体で
は恒久的に自主財源による補塡を余儀なくされ、財政がひっ迫するおそれがあり、今後、
人口減少や税収減少に向かう地方自治体の財政悪化につながるリスクとなることが十分
に予測される。
　本来は、このようなリスクを回避しつつ、全国の地方自治体が公平に制度を運用し、
地方自治体の財政負担なく持続可能で公平な形で実現されるべきものである。
　よって、学校給食費の無償化や自治体情報システムの標準化に伴う運用経費など全国
一律で実施される国の施策においては、地域間格差が生じないよう、全ての地方自治体
において持続可能な制度設計とすること、さらに、自治体間で費用負担の格差が発生し
ないようにするため、地方交付税による措置ではなく、国の責任と財源において実施す
ることを強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 令和７年10月６日

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、デジタル大臣

普通交付税不交付団体における財源充実
を求める意見書

議 員 提 出
議案第４号

　国は、全ての国民が持つ教育を受ける権利を保障する立場にあり、子供たちが一定水準の教育を受けられる環境を
整えるため、３分の１に引き下げられた義務教育費国庫負担制度を２分の１へ復元し、義務教育教科書無償給与制度
を堅持する必要がある。
　学校現場では、教職員の多忙化や未配置といった課題が深刻化しており、いじめ、不登校、外国につながりのある
子供など、様々な支援を必要とする子供への対応は、複雑かつ困難になっている。神奈川県においては、本来配置さ
れるべき定数のフルタイム勤務者を配置できず、教職員の多忙化は深刻さを増している。
　特に中学校における美術・技術・家庭科の教員確保は喫緊の課題であり、加配教員や支援学級の正規教員の採用が
困難な状況の中、持続的かつ安定的に教職員を確保するためには、全教科の教員免許保持者の配置を念頭に、現行の
「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」を改正し、抜本的な定数改善が必要である。
　また、過去最高となっている不登校の子供や保護者への相談や心のケアなどを担うスクールカウンセラーや子供と
学校・社会とのつながりを支援するスクールソーシャルワーカーは、学校現場に欠かせない職種であるが、小学校へ
の配置が不足しており、不足分は市町村費で配置せざるを得ない状況である。指導・相談体制を充実させるためには、
教育の自治体間格差が生まれることがないよう、国の予算において地方財政の確保が必要である。
　よって、2026年度政府予算編成において、次の事項が実現されるよう強く要望する。
１�　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を存続・拡充させること。
また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さらに、義務教育教科書無償給与制度を継続す
ること。
２�　行き届いた教育を実現するために、現行の「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」
を改正し、抜本的な定数改善を図ること。
３�　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現し、教職員が子供と向き合う時間を確保するために、加配の配置増
など教職員定数改善を推進すること。また、スクール・サポート・スタッフ、介助員等の専門スタッフ職の拡充、
教育環境を整備するための予算を確保・拡充すること。
４　子供たちの心に寄り添うための、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの拡充を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 令和７年10月６日
【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の
維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書

議 員 提 出
議案第６号

て
、
中
学
生
に
バ
ス
料
金
を

支
援
で
き
な
い
か
。

　

答　

市
長　

バ
ス
を
利
用

し
な
い
方
や
、
他
の
利
用
者

と
の
公
平
性
な
ど
を
考
慮
し

研
究
し
て
い
く
。

●
私
有
林
の
倒
木
処
理

　

問　

人
的
被
害
が
想
定
さ

れ
る
危
険
林
を
事
前
に
市
で

伐
採
で
き
な
い
か
。

　

答　

市
長　

原
則
、
所
有

者
が
行
う
も
の
だ
が
、
第
三

者
被
害
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
補
助
金
を
交
付
し
、

専
門
事
業
者
に
よ
る
伐
採
な�

ど
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。



第274号 （６）あつぎ市議会だより2025年（令和7年）11月15日

委員会・分科会の審査
補正予算・決算など

　令和７年度補正予算、令和６年度決算
などの議案について、委員会・分科会で
の主な質疑と答弁を紹介します。

―主な質疑と答弁―

総
務
企
画

総
務
企
画

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

問　

南
毛
利
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
法の

り

面
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
駐
車
場
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

の
り
面
工
事
が
終
了

し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
の

一
部
を
代
替
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問　

駐
車
台
数
は
ど
の
く

ら
い
確
保
で
き
る
の
か
。

　

答　

現
在
の
約
１
２
５
台

と
同
程
度
で
調
整
し
て
い
く
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　
広
報
事
業
に
つ
い
て
、

子
育
て
移
住
・
定
住
ガ
イ
ド

「
あ
つ
ぎ
と
つ
ぎ
へ
」
の
内

容
は
。

　

答　

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
に

よ
り
市
内
の
様
子
や
本
市
の

魅
力
、住
環
境
、子
育
て
支
援
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
、

本
市
で
暮
ら
す
３
家
族
の
声

と
と
も
に
16
ペ
ー
ジ
で
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

問　

職
員
研
修
事
業
に
つ

い
て
、
職
員
を
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
の
考
え
は
。

　

答　

目
指
す
職
員
像
で
あ

る
「
市
民
の
皆
様
と
共
に
考

え
、
自
ら
行
動
し
、
新
し
い

未
来
を
つ
く
る
職
員
」
を
達

成
す
る
た
め
、
随
時
研
修
を

見
直
し
、
市
民
が
求
め
る
職

員
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

救
急
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
実
証
事
業
を
開
始
し

た
マ
イ
ナ
救
急
の
実
績
は
。

　

答　

令
和
６
年
８
月
９
日

か
ら
７
年
２
月
３
日
ま
で
の

期
間
に
６
６
０
０
件
の
救
急

搬
送
事
案
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
情

報
閲
覧
に
至
っ
た
件
数
は
２

６
０
件
で
あ
る
。

　

問　

年
間
の
救
急
出
動
件

数
、
搬
送
件
数
は
。

　

答　

令
和
６
年
中
、
１
万

４
７
３
９
件
の
救
急
件
数
が

あ
り
、そ
の
う
ち
搬
送
人
数

は
１
万
２
９
４
４
人
で
あ
っ

た
。
ま
た
救
急
車
の
出
動
が

重
な
り
、
消
防
車
が
先
に
出

動
し
た
件
数
は
44
件
で
あ
る
。

市
民
福
祉

市
民
福
祉

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　

児
童
館
維
持
管
理
事

業
費
に
つ
い
て
、
撤
去
す
る

遊
具
の
場
所
は
。

　

答　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
す
べ

り
台
は
愛
甲
児
童
館
と
岡
田

児
童
館
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

す
べ
り
台
は
鳶
尾
児
童
館
、

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
は
上
戸
田

児
童
館
と
下
古
沢
児
童
館
、

ス
イ
ン
グ
遊
具
は
七
沢
児
童

館
と
下
古
沢
児
童
館
で
あ
る
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

青
少
年
関
係
団
体
育

成
事
業
に
つ
い
て
、
子
ど
も

会
の
解
散
防
止
策
は
。

　

答　

子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
で
「
あ
つ
ぎ
っ
子
ば

ん
ざ
い
！
」
と
い
う
広
報
紙

を
創
刊
し
、
全
小
学
校
、
全

児
童
に
配
布
し
、
子
ど
も
会

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

〇
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

　

問　

国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
に
対
す
る
状
況
は
。

　

答　

口
座
振
替
の
勧
奨
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
な
ど
、
納
付
機
会
、
納
付

方
法
の
多
様
化
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、
現
年
分
の
滞
納
者

に
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

の
早
期
の
納
付
勧
奨
、
資
格

の
適
正
化
な
ど
に
よ
り
接
触

機
会
を
増
や
し
、
納
付
相
談

な
ど
を
根
気
強
く
行
っ
て
い

る
。環

境
教
育

環
境
教
育

〇
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

問　

学
校
給
食
で
の
地
元

産
食
材
の
使
用
状
況
は
。

　

答　

厚
木
市
農
業
協
同
組

合
と
提
携
し
、
パ
ク
パ
ク
あ

つ
ぎ
産
デ
ー
と
し
て
、
月
に

５
回
、
厚
木
産
食
材
を
使
っ

た
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

市
民
相
談
事
業
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
実
施
す
る
目
的
は
。

　

答　

市
民
が
日
常
生
活
で

抱
え
る
法
律
上
の
問
題
に
、

助
言
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

　

問　

防
犯
活
動
事
業
に
つ

い
て
、
か
け
こ
み
ポ
イ
ン
ト

は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
し
、

現
在
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　

答　

登
録
を
希
望
す
る
家

庭
や
店
舗
か
ら
申
請
を
い
た

だ
き
、
令
和
６
年
度
末
で
１

９
１
０
件
登
録
が
あ
る
。

　

問　

児
童
や
生
徒
に
対
し

て
、
か
け
こ
み
ポ
イ
ン
ト
の

場
所
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
る
の
か
。

　

答　

学
校
の
役
員
、
関
係

団
体
を
経
由
し
て
周
知
を

行
っ
て
い
る
。

　

問　

生
物
多
様
性
あ
つ
ぎ

戦
略
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

市
民
協
働
に
よ
る
外
来
種
駆

除
の
内
容
は
。

　

答　

広
町
公
園
に
て
、
公

募
で
参
加
し
た
市
民
と
、
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
駆

除
を
行
っ
た
。

　

問　

Ｅ
Ｖ
ご
み
収
集
車
導

入
事
業
に
つ
い
て
、
費
用
面

や
環
境
配
慮
の
観
点
、
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
全
体
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

答　
５
年
間
の
リ
ー
ス
期

間
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
比
較

す
る
と
、
費
用
が
約
２
倍
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
走
行
距

離
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
現

状
で
は
本
格
導
入
は
難
し

い
。
今
後
も
調
査
研
究
を
継

続
し
た
い
。

都
市
経
済

都
市
経
済

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　

遺
跡
・
史
跡
公
園
事

業
費
補
正
の
経
緯
は
。

　

答　

山や
ま
な
か
じ
ん
や
あ
と

中
陣
屋
跡
史
跡
公

園
は
、
土
地
を
借
り
、
現
在

ま
で
自
由
広
場
と
駐
車
場
用

地
と
し
て
い
る
が
、
令
和
８

年
度
以
降
の
契
約
更
新
は
行

わ
な
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

返
還
に
係
る
原
状
回
復
の
工

事
費
を
計
上
し
た
。

　

問　

工
事
内
容
は
。

　

答　

樹
木
や
パ
ー
ゴ
ラ
、

ベ
ン
チ
の
解
体
撤
去
、
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
の
ほ
か
、
畑
に

戻
す
た
め
の
残
土
処
分
や
黒

土
の
入
れ
替
え
な
ど
で
あ
る
。

　

問　

工
事
期
間
は
。

　

答　

令
和
８
年
３
月
ま
で

で
、
年
度
内
に
返
還
す
る
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

あ
つ
ぎ
起
業
ス
ク
ー

ル
開
催
事
業
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
の
受
講
者
で
起
業

し
た
人
数
と
事
業
内
容
は
。

　

答　

受
講
者
36
人
の
う

ち
、
新
規
起
業
者
が
６
人
、

既
に
起
業
し
て
い
た
方
が
６

人
で
、
業
種
は
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
保
健
師
業
務
、

飲
食
業
な
ど
で
あ
る
。

　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

推
進
事
業
に
つ
い
て
、
コ
コ

モ
の
実
情
は
。

　

答　

年
間
４
１
０
４
人
、

１
日
当
た
り
平
均
20
人
、
１

便
当
た
り
５
人
が
乗
車
し
て

い
る
。約
41
万
円
の
歳
入
で
、

約
１
２
０
０
万
円
の
委
託
費

に
対
す
る
運
賃
収
入
は
約
３

％
で
あ
る
。

　日本は人口減少・超少子高齢化社会を迎えているが、地
方には自動車がなくては生活ができない地域も多く広が
る。また高齢者が身体的な衰えを自覚しながらも、生活に
おいて自動車に頼らざるを得ない状況も生じている。地方
自治体においては、モビリティを通じ「誰もが自由で安全
な移動を享受できる社会」に向けた、まちづくりが求めら
れている。同時にこうしたまちづくりが、地方経済の活性
化・地方創生の一助となり、また、安定した物流、自由な
移動を通じた日本経済の活性化にもつながる。
　しかし現在、自動車には取得・保有・走行の各段階にお
いて、複雑かつ過重な税負担が課せられている。また、一
般財源化により課税根拠が失われている税の存続や消費税
との二重課税など、様々な問題が指摘される中、事業や生
活に自動車がかかせない地方の自動車ユーザーにとって大
きな負担となっている。
　よって、国においては、地方経済並びに地方財政に影響
を与えることのないよう必要な措置を講じることを前提と
し、自動車ユーザーの負担軽減を図るべく、令和８年度税
制改正において自動車関係諸税等の抜本的な見直しを講じ
るよう強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和７年10月６日
【提出先】
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
総務大臣

　冤罪は、国家による最大の人権侵害である。冤罪被害者の人権救済は、我が国にとってはも
ちろん、地域住民の生命・財産を守る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題である。
　冤罪被害者を救済するための制度として「再審」があるが、その手続を定める法律（刑事訴
訟法第四編「再審」）には、再審請求手続の審理の在り方に関する規定がほとんどないため、
再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判官によってまちまちであり、審理の安定
した進行が制度的に保障されていない状況にある。
　その中でも、とりわけ大きな問題は、証拠開示の問題と再審開始決定に対する検察官の不服
申立ての問題である。
　過去の多くの事例では、再審段階で明らかになった捜査機関の手元にある証拠が、冤罪被害
者の救済の大きな原動力となっている。
　したがって、冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を開示させる仕組
みが必要であるが、現行法にはそれを定める明文規定が存在せず、裁判官の訴訟指揮や検察官
の対応次第となっており、事件ごとに証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情である。
このような格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法の制定が必要である。
　また、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行うことにより、いたずら
に審理が長引き、結果として冤罪被害者の速やかな救済が妨げられた事例も多く生じてきた。
　しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は
再審公判において改めて行われるのであるから、再審開始決定という言わば入り口の判断に対
して、検察官の不服申立てを認める必要はない。
　よって、冤罪被害者を早く確実に救済するために、再審請求手続における証拠開示の制度化及
び再審開始決定に対する検察官の不服申立ての禁止を含む再審法の速やかな改正を強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和７年10月６日
【提出先】
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣

自動車関係諸税等の抜本
的見直しを求める意見書

議 員 提 出
議案第３号 再審法改正を求める意見書議 員 提 出

議案第５号



要
望
事
項

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
各

分
科
会
で
の
審
査
の
結
果
、

最
終
日
に
遠
藤
浩ひ

ろ

一か
ず

予
算
決

算
常
任
委
員
長
か
ら
要
望
事

項
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
行

財
政
運
営
に
反
映
・
対
応
を

市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

総
務
企
画

総
務
企
画

１　

市
制
70
周
年
を
機
運
と

捉
え
、
盛
り
上
が
っ
た
市
民

意
識
を
一
過
性
の
も
の
と
せ

ず
、
引
き
続
き
市
民
が
誇
り

と
愛
着
を
持
て
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
本
市
の

魅
力
を
様
々
な
媒
体
を
活
用

し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
ま

ち
の
活
力
に
つ
な
げ
ら
れ
た

い
。

２　

基
金
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
財
政
需
要
を
的
確
に

把
握
し
、
戦
略
的
な
財
源
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本

市
が
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
で
あ
る
た
め
事
業
費
が

交
付
さ
れ
な
い
実
態
を
国
に

粘
り
強
く
訴
え
改
善
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
の
執
行
体
制
の

構
築
及
び
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ
た

い
。

３　

近
年
の
猛
暑
や
災
害
の

多
様
化
、
大
規
模
化
が
進
む

中
、
行
政
の
役
割
で
あ
る
危

機
管
理
、
消
防
等
の
災
害
対

策
準
備
を
十
分
に
行
い
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、

救
急
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
救
命
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

活
動
に
携
わ
る
職
員
に
つ
い

て
は
よ
り
一
層
の
研
さ
ん
に

努
め
ら
れ
た
い
。

市
民
福
祉

市
民
福
祉

１　

社
会
的
要
請
が
高
ま
る

障
害
児
・
者
や
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
な
ど
、
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
現
場
の
人
材
獲
得

に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
た

め
、
適
切
な
予
算
を
確
保
し

人
員
確
保
、
人
員
配
置
を
検

討
さ
れ
た
い
。

２　

義
務
的
経
費
や
施
設
の

維
持
経
費
が
増
額
し
て
い
る

た
め
、
経
費
節
減
や
見
直
し

を
図
ら
れ
た
い
。
な
お
、
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、
事
業
の
統

合
や
縮
小
を
見
極
め
来
年
度

予
算
に
反
映
さ
れ
た
い
。

３　

幅
広
い
世
代
へ
の
健
康

教
育
の
推
進
に
よ
り
、
健
康

寿
命
延
伸
を
進
め
る
こ
と
で
、

福
祉
、
医
療
、
介
護
分
野
の

負
担
を
軽
減
し
持
続
可
能
な

行
政
運
営
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
子
供
を
安
心
し
て
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

環
境
教
育

環
境
教
育

１　

農
業
振
興
を
図
る
た

め
、
就
農
環
境
整
備
や
老
朽

化
し
た
農
道
及
び
施
設
の
再

整
備
に
向
け
た
農
林
水
産
業

費
の
拡
充
を
検
討
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
を

原
因
と
す
る
米
や
野
菜
等
の

価
格
が
高
騰
す
る
中
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
意
識

し
た
都
市
型
ス
マ
ー
ト
農
業

の
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
施
策
の
充
実
を
図

ら
れ
た
い
。

２　

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
「
基
本
的
人
権
」
や
「
教

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
と
公
共
用
地
取
得
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
国
民
健

康
保
険
事
業
・
介
護
保
険
事
業
・
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院

事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
定
例
会
議
初
日
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
部
門
別
の
分
科
会
で
分
担
・
審
査
し
ま
し
た
。
９
月
22
日
に
総
務
企
画
分

科
会
、
24
日
に
市
民
福
祉
分
科
会
、
25
日
に
環
境
教
育
分
科
会
、
26
日
に
都
市
経
済
分

科
会
を
開
催
し
、
決
算
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
基
に
、
行
政
効
果
や
財
源
の
確
保
、
予

算
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
を
行
い
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
計

と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
度　

決
算
の
認
定

令和６年度決算の内容■一般会計決算
歳入内訳 歳出内訳（目的別）

市民１人当たりに使われた金額

４８７，９１７円
※一般会計歳出総額108,812,218,848円を令和７年
４月１日現在の人口223,014人で割ったもの

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･ １９８，０６４円
（社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆総務費･･･ ７６，４５０円
（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆土木費･･･ ５５，７０２円
（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆衛生費･･･ ５０，９９５円（清掃費、保健衛生費）
◆教育費･･･ ４４，１７９円
（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆公債費･･･ ２４，５４０円（借入金返済）
◆その他･･･ ３７，９８７円

■会計別決算

■事業会計決算
《参考》令和5年度一般会計決算額　　歳入総額1,069億8,009万7,852円、 歳出総額1,016億4,819万1,832円

会　　計　　名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収 支 差 引 額 翌年度繰越財源額 翌年度繰越又は繰上充用額
一　般　会　計 1,183億2,098万1,671円 1,144億 323万1,011円 1,088億1,221万8,848円 55億9,101万2,163円 3億2,847万9,802円 52億6,253万2,361円

特
　
別
　
会
　
計

公共用地取得事業 8億1,004万7,999円 7億9,183万1,776円 7億9,178万6,097円 4万5,679円 4万5,679円 0円

後期高齢者医療事業 42億8,197万6,000円 41億6,986万4,364円 41億3,084万2,382円 3,902万1,982円 0円 3,902万1,982円

国民健康保険事業 216億5,790万9,000円 214億4,458万4,315円 212億7,508万3,147円 1億6,950万1,168円 0円 1億6,950万1,168円

介 護 保 険 事 業 187億7,853万6,000円 183億2,880万7,536円 175億2,402万9,769円 8億  477万7,767円 0円 8億  477万7,767円

学 校 給 食 事 業 8億9,223万     円 8億8,251万6,130円 8億8,251万6,130円 0円 0円 0円

小 計 464億2,069万8,999円 456億1,760万4,121円 446億  425万7,525円 10億1,334万6,596円 4万5,679円 10億1,330万  917円

合　　　　　計 1,647億4,168万  670円 1,600億2,083万5,132円 1,534億1,647万6,373円 66億  435万8,759円 3億2,852万5,481円 62億7,583万3,278円

衛生費
113億7，255万3千円
（10.4％）

教育費
98億5，247万1千円
（9.1％）

公債費
54億7，288万4千円
（5.0％）

消防費
35億30万5千円
（3.2％）

商工費
33億5，143万4千円（3.1％）

農林水産業費
9億924万円（0.8％）

市債
129億9，690万円
（11.4％）

県支出金
64億6，462万円
（5.7％）

繰入金
33億6，870万3千円（2.9％） 

地方消費税交付金
63億5，810万1千円
（5.6％）

繰越金
53億3，190万6千円
（4.7％）

使用料・手数料
12億6,509万7千円（1.1％）

諸収入
42億7，172万4千円
（3.7％） 

国庫支出金
203億9,428万7千円
（17.8％）

その他
62億4，731万1千円（5.4％）

歳入総額
1，144億323万1千円

市税
477億458万2千円
 （41.7％） 歳出総額

1,088億1,221万9千円

民生費
441億7，100万5千円
（40.6％）

総務費
170億4，939万1千円（15.7％）

土木費
124億2，224万5千円
（11.4％）

議会費
4億2，365万8千円（0.4％）
労働費
2億8，703万3千円（0.3％）

育
を
受
け
る
権
利
」
な
ど
に

関
す
る
教
職
員
に
向
け
た
研

修
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
部
活
動
指
導
員
及
び

協
力
者
の
報
酬
の
改
善
を
図

ら
れ
た
い
。

３　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
に

向
け
た
周
知
・
啓
発
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
た
め
、
現
在

の
取
組
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な

ど
配
布
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
さ
れ
た
い
。

都
市
経
済

都
市
経
済

１　

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
事
業
内
容

を
十
分
に
精
査
・
検
討
し
、

適
正
か
つ
公
平
な
事
業
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
自
治
体
運
営
及
び
選
ば

れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、

交
通
結
節
点
の
優
位
性
を
生

か
し
、
産
業
系
優
良
企
業
の

誘
致
を
進
め
、
財
源
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
、

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
ら

れ
た
い
。

２　

道
路
交
通
混
雑
解
消
に

向
け
た
取
組
を
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で
一
層
加
速
さ

れ
た
い
。

３　

市
民
や
企
業
が
活
用
可

能
な
支
援
や
補
助
制
度
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
広
報
紙
な
ど
多
様
な

手
段
を
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
周
知
す
る
こ
と
で
対
象

者
に
的
確
に
届
け
、
等
し
く

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

会　計　名 収　入 支　出 備　考
病院事業 
会 計

収益的 118億7,632万  919円 122億2,611万1,003円 純損失　3億5,032万1,192円
資本的 10億7,260万6,726円 16億7,979万8,955円

会　計　名 収　入 支　出 備　考
公共下水道 
事 業 会 計

収益的 64億1,931万6,358円 60億8,829万9,480円 純利益　2億5,075万1,394円
資本的 14億3,848万4,601円 25億3,314万5,242円

※企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

第274号（７） あつぎ市議会だより 2025年（令和7年）11月15日



市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。

第274号 （８）あつぎ市議会だより2025年（令和7年）11月15日

本会議の審議結果本会議の審議結果
第 ６ 回 会 議（ ９ 月 定 例 会 議 ）　 提 出 案 件

10 月 ６ 日（月）　 議 決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対、
　　　　　　　　 －　　　　　　　　 －…欠席、△…除斥 議決

結果ネ
ク
ス

公
明
党

み
ら
い

あ
つ
ぎ

新　

政

き
ず
な

一　

新

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

議 案 第 63 号 教育委員会委員の任命について（髙木友子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 64 号 農業委員会委員の任命について（市川秀夫氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 65 号 農業委員会委員の任命について（伊藤洋文氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 66 号 農業委員会委員の任命について（大塚孝雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 67 号 農業委員会委員の任命について（大貫昭司氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 68 号 農業委員会委員の任命について（神﨑𠮷男氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 69 号 農業委員会委員の任命について（小池よし子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 70 号 農業委員会委員の任命について（庄司隆行氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 71 号 農業委員会委員の任命について（髙澤友紀子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 72 号 農業委員会委員の任命について（髙瀬正美氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 73 号 農業委員会委員の任命について（常盤悟氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 74 号 農業委員会委員の任命について（三橋能弘氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 75 号 農業委員会委員の任命について（山川宏司氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 76 号 農業委員会委員の任命について（山口泉氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議 案 第 77 号 令和６年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定
議 案 第 78 号 令和６年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定
議 案 第 79 号 令和６年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定
議 案 第 80 号 令和６年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定
議 案 第 81 号 令和６年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定
議 案 第 82 号 令和６年度厚木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議 案 第 83 号 令和６年度厚木市病院事業会計決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議 案 第 84 号 令和６年度厚木市公共下水道事業会計決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議 案 第 85 号 工事請負契約の締結について（南毛利スポーツセンター法面改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 86 号 市道路線の廃止及び認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第 87～89 号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 90 号 厚木市と愛川町との一般廃棄物（可燃性一般廃棄物）の処理に関する事務委託の廃止に係る協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 91 号 厚木市と清川村との一般廃棄物（可燃性一般廃棄物及び粗大ごみ）の処理に関する事務委託の廃止に係る協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 92 号 令和７年度厚木市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 93 号 令和７年度厚木市学校給食事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 94 号 令和７年度厚木市公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第 95 号 監査委員の選任について ○△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
陳 情 第 11 号 「再審法改正を求める意見書」を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
陳 情 第 12 号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
陳 情 第 13 号 計量法関連行政を含む厚木市の消費生活センターの適切な対応を求める陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
陳 情 第 14 号 市街化調整区域における物流倉庫開発に関する説明・合意形成手続、環境配慮の強化及び生活道路の付け替えに関する陳情 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● 不採択
陳 情 第 15 号 日米地位協定の抜本改定を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ 不採択
陳 情 第 16 号 公共施設内での労働組合加入、政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是正を求める陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
議員提出議案第３号 自動車関係諸税等の抜本的見直しを求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議員提出議案第４号 普通交付税不交付団体における財源充実を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議員提出議案第５号 再審法改正を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議員提出議案第６号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◎令和 7年10月 6日議決時の会派構成など
※議長…瀧口慎太郎（議長は採決に加わりません）、副議長…望月真実　
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（＿＿は代表者）
ネクス…ネクストあつぎ（ 7 ）：髙橋豊、堀江克己、山口保子、奈良直史、田口孝男、瀧口慎太郎、神子雅人（議案95号除斥）
公明党…公明党（ 5 ）：川口仁、白川美作江、山﨑由枝、遠藤浩一、寺岡まゆみ　みらい…あつぎみらい（ 3 ）：渡辺貞雄、松本樹影、松田則康　
あつぎ…あつぎの会（ 3 ）：名切文梨、高橋伸也、髙田昌慶　新政…新政あつぎ（ 3 ）：髙橋知己、髙村真和、望月真実　きずな…きずな（ 2 ）：石井芳隆、井上武　
一新…あつぎ一新（ 2 ）：いわさきかずや、小島まさひろ　無会派Ａ…無会派（ 1 ）：髙田浩　無会派Ｂ…無会派（ 1 ）栗山香代子　無会派Ｃ…無会派（ 1 ）：津森英里花

　市議会では、開かれた議会の推進を目指し、「第21回議会報告会 市民と議
会の意見交換会」を次のとおり対面で実施しました。

12月定例会議の開催予定
日 月 火 水 木 金 土

会議は原則として
午前９時に開きます。

請願・陳情
12月定例会議で審議する請願・陳情の
提出締切日は11月25日（火）です。

11/28 29

本会議、予算決
算常任委員会

30 12/1 2 3 4 5 6

一般質問 一般質問

7 8 9 10 11 12 13

一般質問 総務企画常任
委員会・分科会

市民福祉常任
委員会・分科会

環境教育常任
委員会・分科会

14 15 16 17 18 19 20

都市経済常任
委員会・分科会

予 算 決 算
常 任 委 員 会

21 22

本会議、広報広
聴特別委員会

インター
ネット
議会中継

本会議・常任委員会（分科会）・特別委
員会のライブ中継が視聴できます。また、
会議録ができるまでの間、録画配信も視
聴できます。

6・7月に議会報告会を開催

【総務企画・都市経済常任委員会】７月９日（水）
　「高校生と語ろう 厚木の未来『あつぎの課題⇒未来
について』考える 住み続けたい街・住みたいと思え
る街・人が集まる街」をテーマに星槎国際高等学校生
徒16人が参加。

【市民福祉常任委員会】６月27日（金）
　「高齢者の孤立対策と見守り支援について」をテー
マに地域包括支援センター職員11人が参加。

【環境教育常任委員会】６月24日（火）
　「厚木市人権擁護委員会の現状と今後の在り方につ
いて」をテーマに人権擁護委員12人が参加。


